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株主還元の拡充にも注力

　

―
―
御
社
の
特
徴
、
強
み
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
当
社
は
雇
用
の
拡
大
に
よ

り
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を

最
大
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

求
職
者
の
方
に
多
様
な
就
業
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
お

客
様
に
対
し
て
も
的
確
な
人
材

お
よ
び
役
務
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
供
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
と
し

て
は
請
負
業
務
や
チ
ー
ム
派
遣

が
中
心
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

案
件
を
遂
行
し
、
蓄
積
し
て
き

た
実
績
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を

基
に
し
た
業
務
効
率
化
と
、
品

質
向
上
を
両
立
さ
せ
る
企
画
・

提
案
力
も
あ
り
ま
す
。
大
型
案

件
で
も
短
期
間
で
稼
働
開
始
で

き
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
」

　
「
受
注
す
る
業
務
は
大
型
事

務
セ
ン
タ
ー
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
関
連

業
務
、
給
付
金
に
か
か
わ
る
一

般
事
務
、
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
電
話
業
務
・
窓
口
業
務
、

窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
多
彩

で
す
。
豊
富
な
実
績
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
提
案
力
を
生
か
し
、
こ
れ

ら
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
こ
と

が
強
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
他
社
と
の
差
別
化
、
競
争
力

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

―
―
今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中

で
も
、
２
０
２
０
年
９
月
、
21

年
１
月
と
、
２
度
業
績
予
想
を

上
方
修
正
し
て
い
て
好
調
で
す
。

　
「
こ
こ
数
年
、
業
務
効
率
化

な
ど
を
実
現
す
る
企
画
提
案

で
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
請
負
案
件
の
受
注

に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
官
公
庁
お
よ
び

Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
者
様
か
ら
大
型
案

件
の
受
注
が
増
え
て
い
ま
す
。

企
画
・
提
案
と
と
も
に
、
今
ま

で
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ
案
件
に
対
す
る
実

績
が
評
価
さ
れ
て
の
受
注
増
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
売

上
増
に
伴
い
ス
タ
ッ
フ
募
集
費

用
、
シ
ス
テ
ム
開
発
費
用
な
ど

が
増
加
し
ま
し
た
が
、
業
務
の

効
率
化
を
進
め
た
効
果
が
出
て

利
益
面
も
拡
大
す
る
見
通
し
で

す
」

　

―
―
来
期
以
降
の
方
針
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
先
行
き
の
不
透
明
感
は
強

い
も
の
の
、
今
後
も
引
き
続
き

Ｂ
Ｐ
Ｏ
関
連
事
業
部
門
で
は
積

極
的
な
営
業
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
一
方
、
今
期
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

製
造
系
人
材
サ
ー
ビ
ス
、
営
業

系
人
材
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

新
分
野
の
事
業
に
挑
戦
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

事
業
規
模
の
拡
大
、
受
注
案

件
の
多
様
化
に
合
わ
せ
て
人
材

の
強
化
に
も
注
力
す
る
ほ
か
、

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
『
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ツ
ー
ル
』
の
開
発
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
人
材
、
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
体
制
の
整
備
を
進
め
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
も
前
倒

し
で
進
め
て
い
く
計
画
で
す
」

　

―
―
株
主
還
元
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
株
主
還
元
に
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
期
は
業

績
見
込
み
、
経
営
全
般
を
総
合

的
に
判
断
し
、
期
末
一
括
配
当

予
想
を
期
初
の
10
円
か
ら
15

円
に
増
額
し
ま
し
た
。
株
式
優

待
の
拡
充
も
実
施
し
、
従
来
は

５
０
０
株
以
上
保
有
の
株
主
様

に
２
０
０
０
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
を
進
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、

21
年
８
月
末
か
ら
は
５
０
０
株

以
上
か
つ
３
年
以
上
保
有
の
株

主
様
に
５
０
０
０
円
分
の
ク
オ

カ
ー
ド
を
進
呈
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
株

主
還
元
の
充
実
に
努
め
て
い
く

つ
も
り
で
す
」

成澤 素明 社長に聞く

６０７０

　キャリアリンク（＝キャリアＬ、６０７０）はＢＰ
Ｏ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）関連
事業を中心に、ＣＲＭ（顧客関係管理）関連事業、
一般事務事業、営業支援事業など、人材派遣、人材
紹介サービスを手掛ける。今２月期の連結業績は好
調で、売上高２９６億６０００万円（前期比４０.５％増）、
営業利益２２億７５００万円（同３.３倍）と高成長を見
込んでいる。同社の現状と今後について成澤素明社
長に聞いた。

豊
富
な
実
績
、ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
し
成
長

Ｂ
Ｐ
Ｏ
中
心
に
多
彩
な
人
材
事
業
を
展
開

キャリアＬ

大
幅
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
で
経
済
損
失
も
巨

額
に
上
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
は
産
業
構
造
の
面
か
ら
も
コ

ロ
ナ
の
打
撃
を
受
け
づ
ら
い
と
い
う
特
性
が

あ
る
。
中
国
は
他
国
に
比
べ
て
製
造
業
の
ウ

エ
ー
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

約
４
割
が
製
造
業
）。
米
国
や
欧
州
諸
国
な

ど
、
宿
泊
・
飲
食
と
い
っ
た
接
触
型
サ
ー
ビ

ス
業
の
比
率
が
高
い
国
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
が
、
製
造
業
中
心
の

中
国
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
が

比
較
的
小
さ
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
現
在
は

輸
出
が
急
回
復
し
て
い
る
。
直
近
の
20
年

12
月
の
ド
ル
建
て
輸
出
金
額
は
前
年
比
18
・

１
％
増
を
記
録
し
た
。
マ
ス
ク
、
医
療
機

器
、
医
薬
品
に
加
え
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
世
界
的
な
広
が
り
に

よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
輸
出
も

伸
び
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
経

済
が
回
復
軌
道
に
乗
れ
ば
、
中
国
経
済
は
輸

出
主
導
で
成
長
が
加
速
し
、
21
年
は
前
年
比

８
・
０
％
増
の
高
成
長
を
実
現
す
る
と
み
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
５
～
10
年
と
い
っ
た
中
・
長
期

な
視
点
で
と
ら
え
る
と
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
・

シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
世
界
経
済
の
勢
力

地
図
が
塗
り
替
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

長
く
続
い
た
米
国
の
絶
対
優
位
の
時
代
が
終

止
符
を
打
ち
、
中
国
優
位
の
時
代
へ
と
変
わ

　

中
国
の
２
０
２
０
年
10
～
12
月
期
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
成
長
率
は
前
年
比

６
・
５
％
増
と
、
前
期
（
７
～
９
月
期
）

の
同
４
・
９
％
増
か
ら
伸
び
率
が
拡
大
し

た
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
こ
の
結
果
、
20
年
通

年
の
経
済
成
長
率
は
前
年
比
２
・
３
％
増
と

な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
の
国
が
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
沈
む
中
に
あ
っ
て
も
プ
ラ
ス
成

長
を
確
保
し
た
。
中
国
経
済
が
Ｖ
字
回
復
を

実
現
で
き
た
背
景
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
が
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

　

19
年
11
月
に
湖
北
省
武
漢
市
で
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
中
国
は
世
界
で

最
初
に
コ
ロ
ナ
の
打
撃
を
受
け
た
国
と
な
っ

コロナ・ショックからＶ字回復を
遂げた中国経済 中国の実質ＧＤＰ成長率の推移

た
が
、
迅
速
か
つ
極
め
て
厳
格
な
措
置
を
取

る
こ
と
で
感
染
の
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
封
じ
込

め
政
策
を
国
際
比
較
す
る
と
、
中
国
や
台

湾
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
感
染
封
じ
込
め
政
策
の

初
動
が
早
か
っ
た
国
や
地
域
は
感
染
の
抑
え

込
み
に
成
功
し
、
早
い
段
階
で
経
済
活
動
が

正
常
化
す
る
こ
と
で
経
済
損
失
も
軽
微
な
も

の
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
逆
に
、

感
染
封
じ
込
め
の
初
動
が
遅
れ
た
国
や
地
域

は
、
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
掛
け
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
、
最
終
的
に
緊
急
事
態
宣
言
や

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
な
ど
、
徹
底

し
た
封
じ
込
め
政
策
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

実
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
経
済
活
動
が

る
だ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
抑
制
策
の

成
否
が
、
米
中
両
国
の
経
済
の
優
劣
を
分
け

る
一
番
の
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
が
感
染
の
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
一

方
、
米
国
は
感
染
の
封
じ
込
め
に
失
敗
し
、

世
界
で
最
多
の
感
染
者
数
と
死
亡
者
数
を
出

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
感
染
が
広
が

る
中
、
米
国
は
未
曽
有
の
金
融
緩
和
と
巨
額

の
財
政
支
出
に
よ
っ
て
経
済
へ
の
打
撃
を
マ

イ
ル
ド
な
も
の
に
と
ど
め
て
き
た
が
、
ゼ
ロ

金
利
と
財
政
赤
字
で
金
融
・
財
政
両
面
か
ら

景
気
刺
激
策
の
発
動
余
地
が
小
さ
く
な
っ
て

い
る
。

　

貿
易
面
で
も
中
国
が
米
国
に
比
べ
て
優
位

に
立
つ
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
中
国
は

米
国
と
の
貿
易
戦
争
に
ほ
と
ん
ど
譲
歩
し
な

か
っ
た
上
、
昨
年
11
月
に
東
ア
ジ
ア
地
域
包

括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
に
署
名
し
、

世
界
最
大
規
模
の
自
由
貿
易
圏
の
中
心
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
米
国

は
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
ほ
ぼ

同
じ
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
か
ら
離
脱
し
て

お
り
、
米
国
を
盟
主
と
す
る
巨
大
自
由
貿
易

圏
を
形
成
す
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ロ

ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
後
は
、
中
国
が
米
国
に
代
わ

り
世
界
経
済
を
引
っ
張
る
機
関
車
の
役
割
を

果
た
す
可
能
性
が
高
い
。
20
年
12
月
、
英
国

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
中
国
が
28
年
ま

で
に
米
国
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
経
済
大
国

に
な
る
と
の
予
測
を
発
表
し
た
。
中
国
が
米

国
を
抜
き
去
る
時
期
は
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ

ク
前
の
予
測
よ
り
も
５
年
も
早
ま
る
。

（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
経
済
研
究
所　

代
表　

門
倉

貴
史
）

米
国
に
代
わ
り
先
導
者
へ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
早
ま
る

感
染
封
じ
込
め
に
成
功

産
業
構
造
面
で
も
有
利

（写真：123RF）


